
MSD39-01 会場:106 時間:5月 24日 17:15-17:30

火星移住を想定した閉鎖空間滞在（MDRS　Crew 137　Team JAPAN）2週間の体
重、体組成変化報告
Staying 2 weeks in MDRS as Mars emigration (MDRS Crew 137 Team JAPAN)
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目的：2014年 3月 1日から 15日日まで行われた MDRS　 Crew 137　 Team JAPANは 13年間のMDRS研究で初め
ての日本人クルーのみによって行われた閉鎖環境利用研究である。2週間の間、水も食料も制限される中外部との接触を
断たれ、あらかじめ予定された閉鎖空間での業務をこなし、無事に 2週間を過ごす体験を行い、体重、体組成などの変化
を記録し、今後のさらに長期間における閉鎖環境利用研究につなげる基礎データを取ることを目的とした。
方法：被験者は健康成人男性 3名、女性 3名で、事前の健康診断で治療を要する疾病がないことを確認したうえで実

験に参加した。毎朝排尿後、体重と体組成を体組成計で測定し、血圧を血圧計で測定した。また、排尿回数、排便回数
も自記式で記入した。
結果：6名の内、責任者となっているコマンダーの血圧が常時高く、また研究責任者となっているサイエンテイストの

血圧も常時高くなっていた。食事は一日に 3回、朝 7時、昼 12時、夜 6時、3時から 4時の間で間食もとっていた。食
事のエネルギー比率は朝：昼：間食：夜＝ 2：3：1：4とした。初めの 1週間で全員の体重が徐々に増え、約 1.5kgの増
加がみられた。そこで次の 1週間は朝食と夕食を交換して全員の体重を 2週間前とほぼ同じ状態に戻した。しかし 6名
全員の体組成は 2週間で体脂肪率は増加し、体筋肉率は減少した。
考察：食事は 3食と間食で栄養的には十分であっても、狭い空間で過ごすことで、全体的な運動量が減るため筋肉へ

の負荷が減り、結果として体脂肪率が増加して、体筋肉率が減少したと考える。次回からは 1万歩以上歩くことを想定
して足踏み運動等を 2時間以上負荷して体組成の変化を調べる必要があると考える。
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MSD39-02 会場:106 時間:5月 24日 17:30-17:45

宇宙農業構想から10年－今後の宇宙農業研究を考える上でアウトリーチの視点から
の提案
Decade from Space Agriculture Concept - Some approaches within the next decade from
a perspective of outreach

新井真由美 1∗

ARAI, Mayumi1∗

1 日本科学未来館
1Miraikan

2005年の宇宙利用シンポジウムで山下らによって宇宙農業構想が発表されてから、2015年で 10年になる。宇宙農業
研究は、月や火星で 100人規模が 20年生活できるシステムを構築することを目標に掲げ、宇宙農業タスクフォースのメ
ンバーを中心に、多様な視点で研究が進められてきた。例えば、物質の再生循環や好気高温堆肥菌生態系による生ごみ
の分解、樹木の利用、ラン藻を用いたレゴリス土壌の利用と、火星に持ち込む生物種や食材の候補、放射線生物学・医学
的研究、昆虫食や低 GL献立などの宇宙食に関する多岐に渡る研究である。
　火星における宇宙農業を想定した場合、その実現に向けて上述のように多くの研究要素と課題が見えてくる。つま

り、宇宙農業に関する研究を行うことは、地球上での人間の持続可能な暮らしや食生活の見直し、加齢に伴う身体や味
覚の変化、地球生物の極限環境への適応力の発見等、新たな知見と将来への対策を講じることにつながる。さらに、宇
宙農業研究は、江戸時代の日本の持続可能な暮らしに智慧を得、合鴨農法、養蚕、日本食など、日本の素晴らしい伝統や
文化を取り入れており、世界に発信する研究として興味深いと考える。
さらに、農業という分野は、中学校や高等学校における理科の物理・化学・生物・地学のすべての要素を含んだ総合分

野であるため、縦割り型の知識の習得に終始しかねない高校生までの理科の知識を横断的につなげることができる可能
性のある研究分野であり、なおかつ、教育的な効果も期待できる。
しかし、2011年の東日本大震災と福島の原子力発電所の事故以降、多様な分野の専門家が一堂に会して意見交換でき

る場である宇宙農業タスクフォースの会合の回数も減り、宇宙農業研究のコミュニティ全体像が見えにくくなった。そ
れと同時に、宇宙農業研究を行える大学が全国にどのくらいあるのか、また、宇宙農業研究に携わる学生がどのくらい
増えているのか、いないのかもわからない現状である。
　そこで、宇宙農業研究の今後 10年を考えたときに、宇宙農業研究のアウトリーチをこれまで以上に強化していく必

要があると考える。まずは、研究コミュニティの拡大と後継者育成のために、以下の５点を提案したい。
１．学校教育の総合学習や環境教育（日常の我々の暮らし）と宇宙農業研究のつながりを示す。そして、中学生・高

校生の世代に研究の重要性と魅力を PRし、宇宙農業研究に興味を持ってもらうような機会をつくる。そして、若者の参
画こそが重要であることを伝える。
２．そのために、宇宙農業研究の全体像が見える資料を作成する
３．また、宇宙農業研究が行える大学や研究所の一覧をつくり、ホームページ等で公開する。
４．宇宙農業研究のゴールを明確に示し、研究者コミュニティの一体感を醸成する。
５．アウトリーチチームを結成する。
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